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　わが山元町は東日本大震災で甚大な被害に
遭った。拙寺の沿岸部の中浜墓地は、壊滅状態
で遺骨まで流出。その集落は小学校を除き1軒残
らず流された。町内の600人を超す犠牲者のうち
の2割強を占める。町内の沿岸部は災害危険区域
となった。中浜墓地も移転を余儀なくされた。
　2年後の3月、墓地跡に「鎮魂・東日本大震
災石塔展」の縁で、古代五輪塔が建てられた。
高さ3.8ｍという大きさを前に、私は「千年
塔」と名付けた。大震災は千年に一度と呼ばれ
たが、千年先にも忘れず災禍を伝え、鎮魂と世
の安寧を願ってのことだ。
　千年塔は、奈良県西大寺の日本最大級の五
輪塔と言われる叡尊塔を等身大のモデルとして
造られた。叡尊といえばシャンティの創始者有
馬実成師が、日本のボランティアの先達として、
尊んでいた鎌倉時代の僧侶。ハンセン病者の救
済や、橋や港湾の整備、寺社の復興など社会救
済事業に尽力した。90歳で亡くなった1290年
に、その足跡を慕って建てられたのが叡尊塔だ。

　奇しくもシャンティは震災翌年9月に拙寺の
一隅に事務所を設け、山元町での移動図書館車
の運行を始めていた。町内の9カ所の仮設住宅
を巡回して、図書の貸し出しやお茶などを振る
舞い、被災者の心に潤いをもたらした。その活
動が呼び寄せたかのような千年塔である。
　有馬師は自分の活動に行き詰まったときに
は、必ず奈良の叡尊ゆかりの地を訪れたという。
そして再び勇気を取り戻すことができたと述べ
ている。大震災の光景は、地獄そのものだった。
千年塔の雄姿は地獄で仏に出会ったかのようで、
復興への先達となった。
　この10年間で町は一応の復興を果たした。中
浜墓地に隣接して、流出を逃れた中浜小学校に
は、震災時90人の児童や先生等が避難して全員
無事救出された。昨年9月、校舎は震災遺構とし
て公開された。グッドデザイン賞にも輝き、復興
のランドマークとなっている。叡尊入滅後731年、
有馬師没して21年、大震災より10年、ボランティ
アとは伝えるという心意気でもあろう。

巻
末
言

東日本大震災から10年
― 伝える心意気 ―
宮城県徳本寺住職　常務理事　早坂文明　 千年塔と中浜小学校（2021年撮影）
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登校する子どもたち（2018年撮影）
©Yoshifumi Kawabata

1
9
8
4
年
に
タ
イ
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
国

境
に
9
カ
所
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
が
設
置

さ
れ
、
今
も
約
9
万
人
が
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
シ
ャ
ン
テ
ィ
は
2
0
0
0
年

か
ら
、
7
カ
所
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。
電
気
が
な
く
、
難
民
キ
ャ
ン
プ

の
外
へ
出
る
こ
と
も
で
き
な
い
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
絵
本
を
読
む
こ
と
が

で
き
る
図
書
館
は
外
の
世
界
に
触
れ

る
数
少
な
い
場
所
で
す
。
現
在
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
側
へ
の
帰
還
の
動
き
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
帰
還
先
で
の
生
計
手
段

が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
難
民
キ
ャ
ン

プ
で
暮
ら
す
人
の
8
割
は
帰
還
を
望
ん

で
い
ま
せ
ん
。
先
行
き
が
見
え
な
い
な

か
、
不
安
を
抱
え
る
人
々
の
思
い
や
図

書
館
の
役
割
を
紹
介
し
ま
す
。
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N
G
O
の
在
り
方
を
考
え
る

市
川
：
シ
ャ
ン
テ
ィ
に
入
職
し
て
か
ら
30
年
が
た
と

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
N
G
O
の
組
織
経
営

や
キ
ャ
リ
ア
の
考
え
方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
事
務
所

で
の
事
業
運
営
を
経
て
、
日
本
で
組
織
経
営
や
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
担
う
立
場
で
し
た
が
、
そ
の
都
度
難
し

さ
に
直
面
し
て
き
ま
し
た
。
あ
る
時
、
職
員
か
ら
私

の
や
り
方
に
疑
問
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
木
：
わ
か
り
ま
す
。
僕
も
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
仕
事
を

公 益 社 団 法 人 シ ャ ン テ ィ 国 際  ボ ラン ティア 会 4 0 年 記 念 対 談 ②
特別連載

かものはしプロジェクト理事長、
JANIC 理事長

 本木 恵介さん
PROFILE
認定NPO法人かものはしプロジェクト共
同創業者・理事長。インドで「子どもが売
られる問題」をなくすための活動を、日本
で子どもの不条理をなくすための活動を
行っている。2019年、認定NPO法人国
際協力NGOセンター（JANIC）の理事長
に就任。NPO法人SALASUSU理事。
NPO法人新公益連盟幹事。

し
て
い
た
頃
、
ス
タ
ッ
フ
と
な
か
な
か
う
ま
く
い
か

ず
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
中
に
呼
吸
が
で
き
な
く
な
っ
て

思
わ
ず
ト
イ
レ
に
駆
け
込
ん
で
深
呼
吸
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
当
時
は
、
戦
略
的
に
正
し
い
こ
と
を

追
い
求
め
す
ぎ
て
、
人
を
傷
つ
け
た
り
、
自
分
が
傷

つ
い
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
経
験
を
通
し
て
、
自

分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
い
か
に
相
手
に
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
る
の
か
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
っ
て
、
N
G
O
で
も
在
宅
勤
務
が
増
え
て
い
ま

す
。
働
き
方
も
含
め
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
ど
う
あ
る

べ
き
な
の
だ
ろ
う
と
考
え
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

市
川
：
そ
う
で
す
ね
。N
G
O
の
働
き
方
は
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
ね
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
で
、昨
年
日
本
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
は
ミ
ャ

ン
マ
ー
事
務
所
の
職
員
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
、現
地
職
員
を
中
心
と
し
た
事
業
運
営
が

加
速
し
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
は
働
く
場
所
や
組
織
を
越
え
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ご

と
に
チ
ー
ム
を
作
り
、や
り
遂
げ
た
ら
解
散
す
る
と

い
う
よ
う
な
柔
軟
な
や
り
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。

本
木
：
私
も
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。
企
業
だ
け
で
は

な
く
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
在
宅
勤
務
が
増
え
、
オ
フ
ィ
ス
に
長

く
滞
在
す
る
必
要
性
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
複
数

N
G
O
の
組
織
作
り

　
学
生
時
代
か
ら
児
童
買
春
問
題
に
取
り
組
み
、

自
ら
団
体
を
立
ち
上
げ
活
動
を
続
け
る
本
木
氏

と
、
海
外
の
現
場
と
日
本
で
組
織
を
作
る
経
験

を
積
ん
だ
市
川
所
長
。
理
想
と
現
実
に
葛
藤
し

つ
つ
、
持
続
的
な
活
動
の
た
め
に
組
織
基
盤
を
固

め
、
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
注
力
し

な
が
ら
組
織
を
牽
引
し
て
き
た
二
人
が
、「
社
会

を
よ
く
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
し
て
、

N
G
O
の
組
織
作
り
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

カンボジアのコミュニティファクトリー
©Natsuki Yasuda_Dialogue for People

の
仕
事
を
同
時
に
持
つ
こ
と
へ
の
抵
抗
感
も
だ
い

ぶ
減
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
個
人

が
よ
り
力
を
持
ち
、
必
要
な
時
に
、
必
要
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
作
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る
こ
と

が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
大
規
模
災

害
の
よ
う
な
緊
急
事
態
に
備
え
て
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
活
動
を
展
開
で
き
る
、
専
門

性
が
高
く
堅
牢
な
N
G
O
も
必
要
だ
と
い
う
気
が
し

ま
す
。

市
川
：
ど
ち
ら
の
動
き
も
必
要
で
す
ね
。
私
は

N
G
O
の
職
員
が
プ
ロ
と
し
て
持
続
的
に
活
動
を
行

う
に
は
、
給
与
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
2
0
0
8

年
か
ら
10
年
ほ
ど
執
行
部
に
在
籍
し
て
い
た
の
で
す

が
、
職
員
の
給
与
体
系
を
作
る
時
に
、
何
を
基
準
に

し
た
ら
よ
い
の
か
す
ご
く
悩
み
ま
し
た
。
職
員
が
安

心
し
て
勤
務
で
き
る
よ
う
な
給
与
体
系
が
整
備
で

き
て
い
な
い
時
代
で
し
た
。

本
木
：
2
0
0
0
年
代
に
入
り
、
N
G
O
は
給
与
体

系
や
福
利
厚
生
、
規
程
類
を
整
備
す
る
な
ど
組
織

運
営
を
見
直
す
流
れ
が
強
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

の
お
か
げ
で
、
N
G
O
の
待
遇
も
だ
い
ぶ
改
善
さ
れ

た
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
報
酬
と
は
何
か
を
考
え

る
と
賃
金
だ
け
で
な
く
人
間
関
係
も
大
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
会
っ
て
一
緒
に
仕
事

を
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
人
生
の
豊
か
さ
に
つ
な
が

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ミャンマー事務所 所長、
地球市民事業課課長

市川 斉
PROFILE
1990年シャンティ入職。阪神淡路大震
災で神戸事務所長後、緊急救援活動に
関わる。アフガニスタン事務所長、海外
事業課長、事務局次長（経理総務課長
兼務）、常務理事に従事。2019年7月よ
りミャンマー事務所長を経て現職。ジャ
パン・プラットフォーム副代表、国際協力
NGOセンター副理事長など歴任。

N
G
O
に
し
か
果
た
せ
な
い
役
割
と
は

市
川
：
阪
神
淡
路
大
震
災
発
生
後
、
災
害
支
援
を
し

て
い
る
先
輩
か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
が
あ
る
ん
で
す
。

「
ど
ん
な
に
民
主
主
義
が
発
展
し
て
も
最
大
多
数
の

幸
福
し
か
機
能
と
し
て
果
た
さ
な
い
。
N
G
O
と
い

う
の
は
残
り
の
1
人
、
仕
組
み
か
ら
外
れ
て
い
る
人

に
寄
り
添
い
耳
を
傾
け
る
こ
と
だ
」
と
。
こ
の
言
葉

で
目
が
覚
め
ま
し
た
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
か
ら
漏

れ
、
声
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
人
に
ど
う
寄
り
添

う
の
か
。
そ
れ
を
考
え
る
の
が
N
G
O
の
仕
事
で
あ

り
、
強
み
な
の
だ
と
感
じ
た
時
で
し
た
。

本
木
：
ま
さ
に
僕
も
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
。イ
ン
ド
の

シ
ェ
ル
タ
ー
に
い
た
女
性
の
よ
う
に
か
き
消
さ
れ
て

し
ま
う
よ
う
な
声
に
耳
を
傾
け
て
、共
に
活
動
す
る

の
が
N
G
O
な
の
だ
ろ
う
と
。今
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
て
、国
同
士
の
衝
突
や
対
立

が
高
ま
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。で
す
が
、国
や
民

族
、思
想
と
いっ
た
違
い
を
豊
か
さ
に
変
え
る
力
が
、

N
G
O
に
は
あ
る
気
が
す
る
ん
で
す
。

市
川
：
「
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
で
き
た
け
れ

ど
、
市
民
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
ま
だ
さ
れ
て
い

な
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
よ
ね
。
そ
こ
に
先
手
を
打
つ

の
が
N
G
O
だ
と
僕
は
信
じ
た
い
。
活
動
を
通
し

て
、
国
境
を
超
え
た
市
民
社
会
を
実
現
さ
せ
た
い
で

す
ね
。

ミャンマー事務所赴任時（2019年7月）
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や
孫
を
含
む
数
で
あ
り
、
生
ま
れ
育
っ

た
キ
ャ
ン
プ
か
ら
一
度
も
外
に
出
ら
れ

ず
、
祖
国
を
知
ら
な
い
子
ど
も
が
大
勢

い
ま
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
は
政
府
と
少

数
民
族
武
装
勢
力
と
の
紛
争
が
60
年
以

上
続
い
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
特

に
タ
イ
と
国
境
を
接
す
る
カ
レ
ン
州
で

国
軍
に
よ
る
村
の
焼
き
討
ち
や
強
制
労

働
な
ど
が
行
わ
れ
、
人
々
は
着
の
身
着

　

タ
イ
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境
に
あ
る
難

民
キ
ャ
ン
プ
は
1
9
8
4
年
に
設
立
さ

れ
て
36
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
タ
イ

側
国
境
に
あ
る
9
カ
所
の
難
民
キ
ャ
ン

プ
に
は
、
2
0
2
0
年
12
月
時
点
で
約

9
万
1
千
人
の
難
民
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
第
三
世
代
、
第
四
世
代
の
子
ど
も

難
民
キ
ャ
ン
プ
の
今

の
ま
ま
で
タ
イ
側
へ
逃
れ
、
難
民
と
し

て
人
生
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
2
0
1
1
年
の
民

政
移
管
以
降
、
政
府
と
少
数
民
族
武
装

勢
力
と
の
間
で
和
平
に
向
け
た
協
議
が

行
わ
れ
、
2
0
1
5
年
10
月
、
カ
レ
ン

民
族
同
盟
（
K
N
U
）
を
は
じ
め
と
す

る
8
つ
の
勢
力
が
停
戦
合
意
に
署
名
を

し
ま
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
で
和
平

に
向
け
た
大
き
な
動
き
が
見
え
た
時
で

し
た
。
2
0
1
6
年
に
は
タ
イ
・
ミ
ャ

ン
マ
ー
両
政
府
合
意
の
下
、
帰
還
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
始
し
、
現
在
ま
で
に

1
0
3
9
人
の
難
民
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
に

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
国
民
民
主
連
盟

（
N
L
D
）
に
よ
る
新
政
権
発
足
後
も

協
議
は
継
続
し
、
2
0
1
7
年
に
は
新

た
に
2
つ
の
勢
力
が
署
名
す
る
な
ど
、

表
向
き
に
は
和
平
プ
ロ
セ
ス
が
順
調
に

進
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
今
な
お
9
万
人
以
上
の

難
民
は
帰
還
で
き
て
お
ら
ず
、
長
期
化

す
る
キ
ャ
ン
プ
で
の
生
活
で
将
来
や
日

常
生
活
に
不
安
を
感
じ
、
暴
力
事
件
、

自
殺
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
な
ど
の
社

会
問
題
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

タイ

ミャンマー

バンマイナイソーイキャンプ

バンメースリンキャンプ

メラウキャンプ
メラマルアンキャンプ

メラキャンプ

ウンピアムキャンプ

ミャンマー（ビルマ）
難民事業事務所（メーソット）MBP事務所

（パアン）

ヌポキャンプ

レイケイコー村

ヤンゴン

ゾーズィーミャイン村

タムヒンキャンプ

ハンドンヤンキャンプ

バンコク

ネピドー

▲カレン族キャンプ　　△カレニー族キャンプ　　
■首都　　●都市・村　　　事務所
※MBP事務所＝ミャンマー国境支援事業事務所

特 集ミャンマー（ビルマ）

難民キャンプでの
　　   年 

難民キャンプの人口

91,803人
出典：UNHCR Thailand 2020年12月

難民キャンプの風景



カレン語

ハラゲー
（こんにちは）

ビルマ語

ミンガーラーバー
（こんにちは）
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難民キャンプ
の暮らし

知っておきたい難民キャンプでの生活
タイ・ミャンマー国境の難民キャンプは立入禁止区域となっており、鉄線
で囲われているため、許可なく出入りすることはできません。また、働いて
収入を得ることが原則認められていないため、難民キャンプに暮らす人々
の、衣食住、医療、教育など、日常生活で基本的に必要とされるものすべ
てが国際支援によって提供されています。しかし、食材の配給だけでは家
族が食べていくには十分ではなく、中には、野菜を育てたり、動物を育て
たりするための小さな場所を持つ人もいます。大半の人は生活のすべてを
国際支援に頼らなければなりません。

食 事
米、野菜、時には肉、発酵させた魚のすり
身をよく食べ、食事の多くが唐辛子、ター
メリック、生姜、カルダモン、ニンニク、タ
マリンド、ライムの果汁などで味付けされ
ます。魚のすり身は、発酵させた魚を練り
物にして叩いた、味の濃い料理です。

住まい
恒久的な資材で家を作ること
は難民キャンプでは許されてお
らず、葉っぱで作られた屋根、
ユーカリで作られた柱、竹で作
られた壁が基本です。中は家
族数によって異なりますが、広
い共用の部屋に、個室が1〜2
部屋といった構成になります。
高床式の家なので、中に入るに
は竹などの木材から作られた
階段を上がります。家の下のス
ペースは仕事場や家畜を飼育
する場として使われることが多
いです。

民 族
代表的な民族はカレン、カレニー、ビルマ、モンです。少
数ですが、カチン、チン、ナガ、パオ、アラカン、シャン、ラ
フ、リスといった民族も暮らしています。

言 語
難民キャンプ内での公用語はビルマ語です。し
かし8割以上の人はカレン語が母語のため、場
面によって使い分けています。カレン語はビルマ
語に似ていますが、発音や文法が異なります。

ファッション
特に若者はＴシャツにジーンズやスカートといった
服装をしていますが、新年、結婚式、感謝祭、宗教
的な式典などが開催される特別な日には、自分の
民族の伝統衣装を着ます。女性も男性も、タナカと
呼ばれる樹木から作られる天然化粧品を美容、ス
キンケア、日焼け防止のために使っています。

医 療
必要なサービスを提供するため、NGOが難民キャンプ内で診
療所を運営しています。診療所には、医師免許を持った外部の
医師から指導を受けた難民キャンプの住民が医療従事者とし
て常駐しています。加えて、難民キャンプ外の医師が監督責任
を負い、診療所職員を常に支えています。

配 給
家の資材や食料はNGOによって配給されて
います。家の補修材料は、厳しい審査を通過
しないと受け取れません。また、以前は米、
大豆、塩、油などの食材は現物が配給され
ていました。現在は食費が住民のカードに支
給され、住民自身がNGOの運営する食品店
で購入するシステムに変化しました。

学校生活
子どもたちは保育園から高校までの教育を、ほぼ
無料で受けることができます。多くの学校でカレ
ン語が使われていますが、ビルマ語を話す学生
が多い場合は、ビルマ語を使う学校もあります。
授業には、数学、科学、地理、歴史、カレン語、ビ
ルマ語、英語の7つの科目があります。また、いく
つかの難民キャンプでは高校以上の授業も行わ
れており、学生は高校卒業後も勉強を続けること
ができます。

伝統文化の継承
メラ難民キャンプには、10以上の民族が暮らして
おり、各民族の文化的アイデンティティを維持す
るため、難民キャンプ委員会内に民族を管轄する
部署があります。伝統的なお祭りなどがある場合
は、式典といった形で、委員会内で企画し、開催
されます。また、少数民族の言語が忘れ去られな
いように、モン族やカチン族などは語学教室を開
いています。さらに、学校では週に1日、伝統衣装
(主に上着)を着用することを義務付けています。

上下水道環境
NGOが給水、衛生サービスを提供し、表
層水や地下水源から公共蛇口に飲料水
が供給されています。また、非飲料水とし
て地下水をくみ上げるポンプなどの施設
が、難民キャンプ全体に設置されていま
す。廃棄物や廃水処理は難民キャンプ委
員会とNGOが管理し、病気のまん延防
止と環境保全に取り組んでいます。

難民キャンプ内のルール
正式な許可を得ない限り、難民キャンプの外に出ることは
できません。最近は新型コロナウイルス感染対策として、午
後7時から午前6時まで、難民キャンプ内での外出も許され
ず、外出時のマスク着用は必須です。乾季前は、午前8時か
ら午後4時まで火の使用は禁止されます。また、火災が起
こった際に鎮火活動に使用するため
の砂と水を、各20袋用意し、家の外に
つるすことが義務付けられています。

カレン族：
84%

その他：1%モン族：1%
ビルマ族：4%

カレニー族：10%

※出典：UNHCR Thailand 2020年12月

人口
91,803人

ミャンマー（ビルマ）難民キャンプでの　　年特 集
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私
は
2
0
1
5
年
12
月
頃
に
難

民
キ
ャ
ン
プ
を
離
れ
、
両
親
と
一

緒
に
レ
イ
ケ
イ
コ
ー
村
で
暮
ら
し

始
め
ま
し
た
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
で

は
、
将
来
自
分
が
何
を
す
べ
き
か

明
確
な
方
向
性
が
見
え
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
難
民
キ
ャ

ン
プ
を
出
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
暮

ら
す
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
自
分
の
家
を
持
つ
こ
と
が
で

き
、
身
分
証
明
書
が
あ
り
、
自
由

に
動
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
行
き

た
い
と
こ
ろ
に
は
ど
こ
に
で
も
行

け
て
、
や
り
た
い
こ
と
は
何
で
も

で
き
て
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
暮
ら

し
て
い
た
時
の
よ
う
に
許
可
を
取

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
収
入

を
得
ら
れ
る
仕
事
に
就
く
機
会

は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

N
G
O
の
支
援
に
よ
り
支
え
ら
れ

て
い
る
と
い
う
良
い
点
も
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
身
分
証
明
書
を
自
分

で
政
府
に
申
請
し
た
り
、
病
院
へ

行
く
た
め
に
費
用
を
払
っ
た
り
、

食
料
品
を
自
分
の
お
金
で
買
う
と

い
っ
た
こ
と
は
現
在
の
生
活
な
ら

で
は
で
す
。

ノー・デー・デーさん（27歳）
居住地：レイケイコー村
職業：レイケイコー村CRC（コミュニ
ティリソースセンター）の職員
家族構成：6人(両親、夫、娘と自分)
民族：カレン族
※レイケイコー村とは、ミャンマー側
の難民の帰還先の村のひとつです。

　
時
間
の
あ
る
時
は
図
書
館
に

行
っ
た
り
、
近
く
の
友
達
の
家
に

遊
び
に
行
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
た

り
す
る
の
が
好
き
で
す
。

　
将
来
学
校
を
卒
業
し
た
後
は
、

医
療
の
勉
強
を
し
て
、
3
年
間
は

医
療
の
現
場
で
働
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
家
族
だ
け
で
な
く
、

患
者
さ
ん
を
助
け
ら
れ
る
人
に
な

り
た
い
で
す
。
そ
の
後
、
子
ど
も

た
ち
に
英
語
を
教
え
る
先
生
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
時
々
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
の
外

で
家
族
全
員
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と

を
考
え
、
外
の
世
界
で
新
し
い
も

の
を
見
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
は
戻
り
た
く

な
い
の
で
す
が
、
可
能
で
あ
れ
ば

難
民
キ
ャ
ン
プ
の
外
で
過
ご
し

た
い
で
す
。
外
に
出
る
機
会
が
あ

る
の
で
あ
れ
ば
、
勉
強
の
た
め
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
き
た
い
で

す
。

　
私
は
11
年
以
上
生
徒
を
指
導

し
て
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
に
は

無
事
に
教
育
課
程
を
修
了
し
て
、

卒
業
し
、
就
職
し
、
自
分
の
人
生

を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
生
徒
が
よ
い
意
味
で
変

化
し
て
い
た
り
、
ク
ラ
ス
の
半
数

以
上
が
試
験
に
合
格
す
る
の
を
見

る
と
、
苦
し
い
こ
と
は
あ
る
も
の

の
、
こ
の
仕
事
に
本
当
に
や
り
が

い
を
感
じ
ま
す
。

　
私
は
難
民
キ
ャ
ン
プ
が
あ
る

限
り
、
こ
こ
に
と
ど
ま
り
た
い
と

思
っ
て
い
て
、
他
の
場
所
に
住
む

こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
も
し

こ
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
が
閉
鎖
さ

れ
、
他
の
場
所
に
移
動
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
が
将
来
あ
れ
ば
、

住
人
全
員
と
一
緒
に
移
動
す
る
覚

悟
は
で
き
て
い
ま
す
。

　
学
校
の
校
長
の
給
料
は
月
に

1
1
0
0
バ
ー
ツ
で
、
家
族
や
子

ど
も
を
養
う
の
に
は
十
分
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
は
豚
な
ど
の
家
畜

を
育
て
て
販
売
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
教
員
と
し
て

働
け
な
く
な
っ
た
時
は
、
地
域
に

貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
1
9
9
8
年
か
ら
私
の
家
族
、

夫
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
難
民

キ
ャ
ン
プ
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
暮
ら
し
始
め

た
当
初
と
比
べ
る
と
、
難
民
キ
ャ

ン
プ
の
中
が
狭
く
な
っ
た
と
い
う

か
、
人
が
多
く
な
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
状
況
が
ま
だ

安
定
し
て
い
な
い
の
で
戻
り
た
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
に
は
も
う
親
戚
も
い
な
い
の

で
、
会
う
人
も
い
ま
せ
ん
。
難
民

キ
ャ
ン
プ
に
も
う
20
年
以
上
住
ん

で
い
る
の
で
、
こ
こ
が
自
分
の
居

場
所
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
第
三

国
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
と
し
て

も
、
そ
こ
で
新
し
い
生
活
を
始
め

る
の
は
嫌
で
、
こ
こ
の
よ
う
に
自

分
の
農
地
も
あ
り
ま
せ
ん
。
難
民

キ
ャ
ン
プ
が
あ
る
限
り
、
こ
こ
に

滞
在
す
る
つ
も
り
で
す
が
、
も
し

閉
鎖
す
る
場
合
は
、
何
と
か
し
て

タ
イ
で
暮
ら
し
た
い
で
す
。

ノー・ブレ・ポーさん（42歳）
居住地：難民キャンプ
仕事：小学校の教員(兼校長)
家族構成：4人 (夫、2人の息子と自
分)。長男は難民キャンプ内の医療従
事者になるための勉強をしていて、次
男は小学校に通っています。
民族：カレン族
好きな言葉：見返りを期待せずに何か
をすることで、祝福を得ることができ
るでしょう。

ノー・タ・ブェ・ポーさん（18歳）
居住地：難民キャンプ
職業：学生(高校生)
家族構成：6人(両親、2人の姉、弟1人
と自分)
民族：カレン族

ノー・ダ・ボーさん（61歳）
居住地：難民キャンプ 
職業：農業
家族構成：10人(夫、息子、2人の娘と
その孫2人、1人の姪、1人の甥とその子
ども1人、自分)
民族：カレン族

私たちが
今思うこと

2016年からミャンマーへの帰還が始まった一方で、ミャンマーには
戻らず難民キャンプでの生活を続けることを選んだ人もいます。ミャ
ンマーに帰還した人、難民キャンプにとどまる人など、世代や生活環
境の異なる4人に、現在の暮らしや将来の生活について伺いました。

難民キャンプを出て暮らす人
 (ミャンマーに帰還した人)

難民キャンプの中で働く人

難民キャンプの中で
育った人

難民キャンプで
長く暮らす人

ミャンマー（ビルマ）難民キャンプでの　　年特 集
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シャンティが難民キャンプで活動を開始してから20
年が経過しました。2000年の活動開始から現在
に至るまで、難民キャンプでの教育の質を高めるた
めの読書と文化活動の促進を目的とした図書館プ
ロジェクトを実施しています。2019年には、難民の
帰還に向けた復興、再定住支援を行うため、ミャン
マー側に新たな事務所を立ち上げました。難民キャ
ンプに暮らす人 と々共に歩んだ20年間を、当時の写
真とあわせて振り返ります。

①メコンカ難民キャンプに
   １館目の図書館が開館
2000年９月の事務所開設から準備を進め、第
１館目の図書館がメコンカ難民キャンプに開館
しました。セレモニーでは開いたくす玉から「図
書館へようこそ！」の文字が現われ、歓声ととも
に大きな拍手が沸き起こりました。

④難民子ども文化祭
  （2009年から計10回開催）
さまざまな民族が暮らす難民キャンプで、それ
ぞれの伝統文化の保護と互いの文化理解を養
うため、年に1回難民子ども文化祭を開催しまし
た。全ての少数民族グループが参加、子どもたち
がゲーム等を通して交流し、伝統的な踊りを披
露しました。

②メーソット*事務所開設、
   新たに3カ所の難民キャンプで活動開始
対象キャンプの拡大に伴い、メーソットに事務
所を開設。新たな職員も増えました。建設を終
え、迎えたヌポ難民キャンプでの開館当日、セ
レモニーに図書館委員会の姿がありませんでし
た。活動の難しさを痛感した日でした。
＊メーソット…ミャンマーとの国境に接するタイ側の町

③図書館青年ボランティア活動開始
閉鎖的な難民キャンプの環境で将来に希望を見
いだせず、自殺などに走る青年たちへの対応が
必要になっています。青年たちが図書館運営に
携わることで居場所を見つけ、中心となって積極
的な読書推進活動が行われています。

⑤サッカーフェスティバル開始
  （2012年から計7回開催）
難民キャンプの外に出ることができない子ども
たちのなかで人気の遊びがサッカーです。毎年6
月20日の世界難民の日に合わせ、元Jリーガー
の方に難民キャンプへ足を運んでいただき、子ど
もたちにサッカー教室を開催しました。

⑥各図書館に情報掲示板を設置
ミャンマーの民主化により、ミャンマー本国への
帰還の可能性が出たことを受け、住民が将来に
ついて検討する上での情報提供を強化するた
め、掲示板を各図書館に設置しました。読書推
進として、新刊本の情報や利用者の読書感想文
も掲示されています。

　　年のあゆみ

心のより所としての図書館
図書館ができた当初は、子どもの声がうるさい、
子どもは学校が終わったら家の手伝いをすべきと
いった意見がありました。しかし、図書館から帰っ
てくる子どもたちが思いやりを持つようになり、勉
強に積極的に取り組むなどの行動変容が見られる
と、次第に図書館は受け入れられるようになりまし
た。今では図書館は、学習の機会を提供するととも
に、将来が見えない難民キャンプの環境の中で、住
民が抱える不安を忘れることのできる大切な居場
所となっています。帰還の動きを受け、近年はミャ
ンマー本国に関する情報提供に力を入れ、ミャン
マーから購入した本も配架するようにしています。
また、2019年は新型コロナウイルスの世界的な感
染拡大を受け、図書館を一時的に閉館し、感染対
策の準備をしました。現在は入館前の検温、手洗
いを徹底し、入館人数の制限などを行っています。
その時々の住民の抱える課題に対応し、寄り添い
ながら、図書館は20年、開館を続けています。

ミャンマー（ビルマ）難民キャンプでの　　年特 集
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ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
で
は
2
0
1
1
年
の

民
政
移
管
以
降
、
和
平
に
向
け
た
対
話

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
現
在
も
9
万
人
以

上
が
タ
イ
側
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
タ
イ

政
府
は
本
国
へ
の
強
制
的
帰
還
や
早
期

の
キ
ャ
ン
プ
閉
鎖
は
示
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
帰
還
プ
ロ
セ
ス
が
進
ま
な
い
現
状

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
の
中
に
あ
っ
て

も
、
生
き
て
い
く
拠
点
が
あ
る
こ
と
は
、

難
民
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
救
い
に
な
る

の
で
は
と
思
い
ま
す
。

 

「
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
暮
ら
し
て
い
た

時
、
図
書
館
に
よ
く
通
っ
て
本
を
借

り
た
り
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
し

て
い
て
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
こ
と
は
そ
の

頃
か
ら
知
っ
て
い
ま
し
た
」
こ
う
話
す

の
は
、
2
0
1
9
年
か
ら
開
始
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
以

下
C
R
C
）
で
勤
務
し
て
い
る
ノ
ー
・

デ
ー
・
デ
ー
（
10
ペ
ー
ジ
参
照
）
さ
ん
で

す
。
彼
女
は
2
0
0
8
年
か
ら
約
6
年

間
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
過
ご
し
、
2
0
1
5

年
に
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
活
動
対
象
村
の
一
つ

で
あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
の
レ
イ
ケ
イ
コ
ー

村
に
移
っ
て
来
ま
し
た
。
現
在
は
ご
両

　

タ
イ
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境
に
難
民
キ
ャ

ン
プ
が
作
ら
れ
た
の
が
、
今
か
ら
約
35

年
前
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
が
図
書
館
活
動
を

開
始
し
て
か
ら
20
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
人
間
で
言
う
と
、
成
人
を
迎

え
ま
し
た
。
現
在
は
7
つ
の
難
民
キ
ャ
ン

プ
で
15
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
を
運
営

し
て
お
り
、
本
の
貸
し
出
し
や
読
み
聞

か
せ
、
ゲ
ー
ム
、
歌
な
ど
の
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
図
書
館
利

用
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
20
年
の

間
に
図
書
館
は
多
く
の
人
々
に
、
特
に

子
ど
も
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

き
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
に

毎
日
や
っ
て
来
る
子
ど
も
た
ち
、
学
校
の

昼
休
み
に
図
書
館
に
来
て
読
み
聞
か
せ

を
聞
く
の
が
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
。

彼
ら
が
青
年
と
な
り
、
積
極
的
に
図
書

館
活
動
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
、
図
書

館
に
通
っ
て
読
み
聞
か
せ
を
聞
い
て
い
た

若
い
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
自
分
の
子
ど
も

に
も
通
わ
せ
た
い
と
応
接
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
多
く
の
親
、
教
員
、
図
書
館
員

は
、
読
み
聞
か
せ
や
読
書
を
通
じ
て
子

ど
も
た
ち
の
行
動
や
性
格
が
良
い
方
向

親
、
ご
主
人
、
娘
さ
ん
の
家
族
5
人
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
レ
イ
ケ
イ
コ
ー
村
は
帰

還
民
を
受
け
い
れ
る
村
の
一
つ
で
、
人
口

が
最
も
多
い
と
こ
ろ
で
す
。
以
前
か
ら

住
ん
で
い
る
地
元
住
民
、
元
移
民
労
働

者
や
国
内
避
難
民
が
混
合
し
て
お
り
、

同
村
で
の
帰
還
民
の
割
合
は
約
25
％
に

し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ

ま
な
背
景
や
歴
史
を
持
つ
人
々
が
一
つ
の

村
に
共
存
し
、
地
域
を
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、一
緒
に
な
っ

て
地
域
開
発
や
課
題
解
決
の
た
め
に
取

り
組
め
る
環
境
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま

す
。
そ
こ
で
帰
還
民
と
地
域
住
民
が
集

う
場
所
と
し
て
、
C
R
C
を
建
設
し
、
活

動
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

に
変
化
し
て
い
る
の
を
目
の
当
た
り
に

し
、
図
書
館
活
動
の
意
義
を
理
解
す
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

が
本
を
手
に
し
て
楽
し
ん
で
い
る
姿
を

見
て
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の
苦
し
い
生
活

の
中
で
、
本
は
癒
や
し
に
な
っ
て
い
る
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
文
化
活
動

の
一
つ
と
し
て
、
キ
ャ
ン
プ
内
に
住
む
異

な
る
民
族
の
子
ど
も
た
ち
の
平
和
と
交

流
を
願
い
、
難
民
子
ど
も
文
化
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。
昼
間
は
各
民
族
の
子
ど

も
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
ゲ
ー
ム
や
読
み

聞
か
せ
な
ど
を
楽
し
み
、
夜
は
、
民
族
衣

装
に
身
を
包
ん
だ
子
ど
も
た
ち
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
民
族
の
踊
り
や
歌
を
誇
ら
し

15

の
中
で
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
の
図
書
館
活

動
を
よ
く
知
る
ノ
ー
・
デ
ー
・
デ
ー
さ
ん

に
出
会
い
ま
し
た
。
彼
女
は
言
い
ま
し

た
。「
私
は
全
て
の
人
に
C
R
C
に
来
て

も
ら
い
、
情
報
を
得
て
生
活
レ
ベ
ル
を
向

上
さ
せ
て
ほ
し
い
。
C
R
C
は
村
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
り
、
平
和
で
豊
か
な
村
に
し

て
く
れ
る
存
在
で
、
私
た
ち
に
力
を
与

え
て
く
れ
ま
す
」
。
と
て
も
前
向
き
で
行

動
力
が
あ
る
彼
女
に
心
打
た
れ
ま
し
た

が
、一
方
で
帰
還
へ
の
決
心
が
で
き
な
い

人
た
ち
が
い
ま
す
。
今
は
ま
だ
帰
還
す

る
時
期
で
は
な
い
、
支
援
が
な
い
中
で
ど

う
生
き
て
い
け
る
の
か
、
平
和
と
安
全

が
確
保
さ
れ
る
ま
で
は
戻
り
た
く
な
い

と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
政
治
的
な
プ

ロ
セ
ス
が
進
ん
で
も
、
現
実
と
は
乖か
い

離り

が

あ
る
よ
う
に
強
く
感
じ
ま
す
。
こ
う
し

た
中
で
何
が
で
き
る
の
か
、
難
民
キ
ャ
ン

プ
、
帰
還
村
に
住
む
人
た
ち
の
声
に
し
っ

か
り
と
耳
を
傾
け
、
彼
ら
が
必
要
と
す

る
支
援
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
難
民
キ
ャ
ン
プ
図
書

館
と
C
R
C
が
そ
の
受
け
皿
と
な
れ
る

よ
う
に
関
係
者
と
力
を
合
わ
せ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

げ
に
披
露
し
ま
し
た
。
彼
ら
の
自
信
に

満
ち
た
姿
を
見
て
、
私
た
ち
大
人
は
ど

れ
ほ
ど
の
感
動
を
も
ら
っ
た
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。

　

20
年
間
の
活
動
で
多
く
の
課
題
に
も

直
面
し
ま
し
た
が
、
良
い
影
響
を
知
る

中
で
継
続
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
強
く

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
難
民
キ
ャ

ン
プ
と
い
う
困
難
な
環
境
に
あ
っ
て
も
、

図
書
館
活
動
は
子
ど
も
た
ち
の
未
来
に

つ
な
が
っ
て
い
る
、
そ
う
夢
を
持
ち
続
け

て
活
動
に
ま
い
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

長
期
化
す
る
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
は
、

国
際
社
会
か
ら
の
支
援
の
減
少
に
加

え
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
活
動
す
る
多
く
の

N
G
O
が
資
金
面
で
の
課
題
等
か
ら
撤

退
ま
た
は
事
業
縮
小
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
難
民
キ
ャ

ン
プ
内
の
人
々
を
私
が
持
っ
て
い
る
全
て

の
能
力
と
ス
キ
ル
で
支
援
し
続
け
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
図
書

館
活
動
を
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
支
え
ら
れ
る
よ

う
に
、
お
力
添
え
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ミャンマー国境支援事業事務所（MBP）副所長

ジラポーン・ラウィルン（セイラー）

ま めと

「人々の声に耳を傾け続ける」「困難な環境の中でも、図書館活動は
子どもたちの未来につながっている」

ミャンマー（ビルマ）難民キャンプでの　　年特 集

CRCで絵本を読む中原所長
 「せかいでいちばんつよい国」
作・絵：デビッド・マッキー　訳：なかがわちひろ
光村教育図書

難民キャンプの図書館で読み聞かせをする
セイラー副所長

ミャンマー国境支援事業事務所（MBP）所長　

中原 亜紀
14
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世
界
の
絵
本
を

読
ん
で
み
よ
う

34

ミ
ャ
ン
マ
ー（
ビ
ル
マ
）

難
民
キ
ャ
ン
プ  

2
0
1
4
年

シ
ャ
ン
テ
ィ
出
版
絵
本

小
さ
な
村
は

町
に
な
る

2学
校
を
卒
業
す
る
と
三
人
は
村
に
戻

り
、
村
を
よ
り
よ
く
し
た
い
と
考
え

て
い
る
仲
間
と
出
会
い
ま
し
た
。
三

人
と
仲
間
の
村
人
た
ち
は
協
力
し
て

働
き
ま
し
た
。

4

5

あ
る
と
こ
ろ
に
、
と
て
も
貧
し
い
村

が
あ
り
ま
し
た
。
村
に
は
学
校
や
病

院
と
い
っ
た
、
人
々
に
と
っ
て
大
切

な
建
物
が
何
一
つ
と
し
て
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

村
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
く
じ
で

「
当
た
り
」
を
引
い
た
人
を
学
校
に

通
わ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
貧
し

い
た
め
に
村
の
み
ん
な
が
学
校
に
行

く
こ
と
は
難
し
か
っ
た
の
で
す
。

選
ば
れ
た
三
人
の
若
者
は
、
村
人
た

ち
が
集
め
た
お
金
で
学
校
に
通
い
始

め
ま
し
た
。
他
の
生
徒
に
ひ
ど
い
こ

と
を
言
わ
れ
て
も
、
三
人
は
一
生
懸

命
勉
強
し
ま
し
た
。

女
の
子
は
先
生
に
、
男
の
子
は
医
者

と
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
っ
て
、
村
の
た

め
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

夢
に
向
か
っ
て
三
人
は
た
く
さ
ん
勉

強
し
ま
し
た
。

3

1

三
人
は
学
ん
で
き
た
こ
と
を
村
に
持

ち
帰
っ
て
き
た
の
で
す
。
貧
し
い
村

は
ど
ん
ど
ん
よ
く
な
り
、
み
ち
が
え

る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て

小
さ
な
村
は
町
と
な
り
ま
し
た
。

6



世 界 の 現 場 か ら

AIRMAIL
To 日本の皆さん　From 活動の現場

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

ア
ジ
ア
の
各
国
で
活
動
す
る

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
様
子
や

ス
タ
ッ
フ
を
紹
介
し
ま
す
。

From Nepal 

ネパール事務所

2015年に発生したネパール地震を
きっかけに復興支援事業を開始。
その後2016年に事務所を開設。
学校建設と防災教育事業に取り組
んできました。ハード面での復興
が進む中、次のフェーズとして教育
の質を改善する事業に取り組むネ
パールの活動を紹介します。

19 18

ネパール事務所の総務・会計アシ
スタントを担当しています。

みんなの笑顔をつくる世界のおやつ旅

ネパールのおやつ

モ モ

モモは様々なレストランで食べるこ
とができます。写真はシャンティの
ネパール事務所近くのレストランで
店主がモモを作っている様子です。

▲  ネパールの食をレポート！
ネパールでは近年、子どもの栄養不足と
肥満が問題になっています。ネパールの
伝統料理をシャンティスタッフがレシピ
と共に紹介します。

ものづくりの舞台裏をリポート！ ▼

地震の発生メカニズムや防災知識を、
紙芝居を通じて楽しくわかりやすく子
どもたちに伝える防災紙芝居。その制
作の舞台裏をのぞいてみました。

餃
子
や
小
籠
包
の
よ
う
な

ネ
パ
ー
ル
の
国
民
食
！

　
ナ
マ
ス
テ
。
ネ
パ
ー
ル
で
広
く
愛
さ
れ
る
国

民
食「
モ
モ
」は
、
一
口
サ
イ
ズ
の
餃
子
の
よ

う
な
見
た
目
を
し
て
お
り
、
ス
プ
ー
ン
一
杯
ほ

ど
の
野
菜
・
肉
の
あ
ん
を
生
地
で
包
み
、「
ア

チ
ャ
ー
ル
」と
呼
ば
れ
る
デ
ィ
ッ
プ
ソ
ー
ス
を

つ
け
て
食
べ
ま
す
。
熱
々
の
状
態
で
食
べ
る
の

が
格
別
で
す
。
最
も
一
般
的
な
具
材
は
、
水
牛

の
肉
、
鶏
肉
、野
菜
で
す
。調
理
法
も
さ
ま
ざ

ま
で
、
基
本
は
蒸
し
た
も
の
で
す
が
、
揚
げ
た

り
蒸
し
た
モ
モ
を
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
い
て
皮
を

カ
リ
カ
リ
に
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
昼
ご
飯
、

軽
食
、
夕
食
と
全
て
の
食
事
で
食
べ
ら
れ
て
お

り
、ネ
パ
ー
ル
で
広
く
愛
さ
れ
る
国
民
食
と
な
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
あ
ん
を

試
し
な
が
ら
、
モ
モ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

म :म :

ネパール事務所

プラジュさんの
おすすめおやつ



世 界 の 現 場 か ら

AIRMAIL

3 コミュニティ図書館の建設

現在、1館のコミュニティ図書
館を建設中で、開館に向け、
図書館運営委員会への研修も
実施しています。今後さら
に、3館の建設を開始する予
定です。

1栄養教育改善事業（国連世界食糧計画（WFP）連携）　

紙芝居やポスター、ラジオ番組を通じて、栄養や
正しい食生活について、子どもや母親の理解を促
進します。

い
て
お
り
、多
く
の
問
題
は
教
育
の
力
で

立
ち
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。事
業
を
完
了
す
る
時
に
は
、子

ど
も
た
ち
が
ど
ん
な
に
本
を
読
む
こ
と

が
大
好
き
な
の
か
、直
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、私
た
ち
の
仕
事
の
成
功
と
価
値

を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
ま
す
。

21 20

自
身
の
一
生
を
教
育
支
援
に

懸
け
る
こ
と
を
心
に
決
め
て

　
ネ
パ
ー
ル
事
務
所
で
は
、2
0
2
0
年

か
ら
栄
養
教
育
改
善
事
業
、先
住
民
族

地
域
に
お
け
る
地
域
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
開
発
・
普
及
事
業
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

図
書
館
の
建
設
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

建
設
事
業
は
、人
材
や
資
金
な
ど
の
リ

ソ
ー
ス
が
効
率
よ
く
投
入
さ
れ
、ま
た
、

建
設
業
者
に
任
せ
き
り
で
は
な
く
、き
め

細
か
い
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
行
い
、効
果
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

よ
る
間
接
的
影
響
は
悲
惨
で
、感
染
を

恐
れ
た
人
々
が
病
気
や
ケ
ガ
で
治
療
が

必
要
で
も
病
院
に
行
き
た
が
ら
ず
、死
亡

率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。教
育
や
ジ
ェ

ン
ダ
ー
、経
済
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。

世
界
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
に

教
育
の
力
で
立
ち
向
か
う

　
今
、こ
の
世
界
で
起
き
て
い
る
あ
ら
ゆ

る
事
象
や
問
題
は
、教
育
に
深
く
結
び
つ

3

Nepal
ネパール

Hot Topics

2

1

PROFILE
ネパールの大学で教育学、大学
院で人類学、ドイツの大学院で
持続的な環境管理について学ぶ。
卒業後、さまざまな教育の現場で
経験を積み、教育分野における
キャリアに貢献することを決心し、
2017年、シャンティに入職。

ネパール事務所　
プログラム・マネジャー

ビノッド・グルンさん

From Nepal
ネパール事務所
震災復興支援の次の課題としてスタートした、先
住民族地域における教育の質を改善する事業に取
り組む様子を紹介します。インド

2先住民族地域における地域学習のカリキュラムの
開発・普及事業

事業対象地のラクシラン自治体で2021年1月から
教員向けの研修を開始しました。1年生から8年生
を対象としたカリキュラムが完成し、現在は教員
向けの指導方法の手引書と、1年生から5年生の教
科書も作成しています。加えて、地域についての
歌“ラクシランの歌”も作られました。
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マタールパニール

キール

シスヌ

ディンド

キネマ
チャムリ

バラ チャタマリ

キネマ／チャムリ

リンブー族に伝わる料理で、お祝い事やお祭りの際に食べ
られることが多いです。キネマは、ゆでた大豆を食用の灰
と混ぜて布に包んで4〜5日寝かせ、さらに5日間乾燥させ
た後、洗って灰を落とし調理します。チャムリは生米を20
分水につけた後、ギー、フェヌグリーク、クミンといったス
パイス、水、塩を加えて20〜30分炊きます。

急速な近代化とともに、ジャンクフードなどの不健康な食事
による子どもの栄養不足と肥満が問題となっているネパー
ル。国連世界食糧計画（WFP）はヌワコット郡の全440の公
立校を対象に、給食の調理場の整備や自治体の能力強化な
どを行う栄養教育改善事業を実施しています。シャンティは
これまで同地域で防災教育を行ってきた知見と教育分野で
の専門性を生かして、本事業の栄養教育に関する活動を担

 From Nepal／ネパール事務所

ネパールの
民族家庭料理
ネパールで活動する栄養教育改善事業
国連世界食糧計画（WFP）連携　

うことになりました。栄養教育に関する紙芝居を制
作し、教員や保護者への栄養教育研修を実施しま
す。WFP事業全体で、学校や行政が地域の食材や
物資、人材を活用し、栄養バランスの整った地産地
消の給食を提供することで、子どもたちが心身共に
健やかに成長することを目指しています。

バラ／チャタマリ

バラとチャタマリはどちらもネワール族（カト
マンズ地域）の料理です。写真は、チャタマ
リの上にバラを乗せ、さらに卵、ひき肉、トマ
ト、玉ねぎ、パクチーを乗せて焼いています。
高たんぱく・低脂肪、マグネシウムや食物繊
維などのミネラル成分を含む栄養価の高い
料理です。

マタールパニール
（クリーミーなインドチーズ入りカレー）

カウリアアル／キール
（じゃがいもとカリフラワーのカレー）

キールはヒンドゥー教バフンの人々の間でお祝い事の際に
食べられる料理です。キールの作り方は、温めた牛乳に米、
ギー（インドでもよく食べられる、バターをさらに精製した
もの）、カシューナッツ、ココナッツ、砂糖を加え、30〜40
分ほど煮込んだら完成です。マタールパニール、カウリ ア
アルと一緒に食べます。

ブテコ マカイ/ウシネコ ピダル/
グンドゥルック アチャール/
ナレパ、コドコ ラクシ

ブテコ マカイはポップコーンと似ている、子どもたちに人気
のおやつです。ウシネコ ピダルはゆでた里芋のことです。グ
ンドゥルック アチャールはマスタードと青菜を発酵・乾燥さ
せて作ります。ナレパ／コドコ ラクシは穀物を原料とするウ
イスキーで、伝統的な蒸留法を用いて製造します。

シスヌ／ディンド

タマン族に伝わる料理で、鉄分やカリウムがたっぷりと含
まれています。シスヌは牛乳、ネトルリーフ（日本名イラク
サ）、ニンニク、ドライターメリック、クミン、マスタードオイ
ル、塩を加えてよく煮込んだら完成です。穀物の粉とお湯
をよく練って作る、ディンドと一緒にいただきます。

  ビノッドさん
（プログラム・マネジャー）

おすすめ
スタッフ

マナ

マナは極西部の山岳地域に住む人々に愛される料理で、お
祝い事など特別な時に振る舞われます。柔らかく甘いマナは、
サブジ（野菜にスパイスをまぶして炒め、さらに蒸した料理）
や牛乳、カード（牛乳などの乳に酢を加えてつくるもの）、は
ちみつと一緒にいただきます。

カウリアアル

ブテコ マカイ

グンドゥルック 
アチャール

ウシネコ ピダル

マナ

ナレパ、
コドコ ラクシ

ネワール族

 カス・
アーリヤ

リンブー族

グルン族

タマン族

ネワール族

 カス・
アーリヤ

リンブー族

グルン族

タマン族

ネワール族

 カス・
アーリヤ

リンブー族

グルン族

タマン族

ネワール族

 カス・
アーリヤ

リンブー族

グルン族

タマン族

ネワール族

 カス・
アーリヤ

リンブー族

グルン族

タマン族

ネワール族

 カス・
アーリヤ

リンブー族

グルン族

タマン族

ネワール族

 カス・
アーリヤ

リンブー族

グルン族

タマン族

 ガネシュさん
（コーディネーター）

おすすめ
スタッフ

 ビンドラさん
（警備）

おすすめ
スタッフ

 プレムさん
（ドライバー）

おすすめ
スタッフ

  プラジュさん
（総務・会計
  アシスタント）

  エキナさん
（総務・経理コーディ
  ネーター）

おすすめ
スタッフ

 ナワールさん
（アシスタント・
  コーディネーター）

おすすめ
スタッフ
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最初に、ネパール事務所の職員で物語を
考えました。次に、イラストを草案します。
そこからさらに議論を重ね、日本の紙芝居作
家からアドバイスをいただきながら、推敲し
ていきました。物語がまとまったら、英語で
考えていた文章をネパール語に翻訳します。

1.物語の草案は職員のアイデアから
1

外部の編集者と協力しながらストーリーを完
成させます。ストーリーに合わせてイラスト
レーターが絵を描き、デザイナーがカバーや
タイトルなど紙芝居全体の様式をデザインし
ます。日本の専門家のアドバイスを受けたり、
制作中の紙芝居を実際に子どもたちの前で演
じてみて反応を見ながら修正を重ね、仕上げ
ていきます。印刷し、完成したら、実際に紙
芝居を使う教員への研修も行います。

2. 修正を重ねながらチームで
    仕上げていく 2

　　　理解し合うための調整を丁寧に
これまでネパールには紙芝居がなく、シャンティ
の紙芝居はネパールで最初の紙芝居となりまし
た。今回のプロジェクトを進める中で、イラスト
レーターやデザイナーなど多くの人が紙芝居制
作に関わっていますが、協力して働く必要があり
ます。それぞれの意見の食い違いや誤解を乗り
越えるため、私たちは頻繁に会議を開き、チーム
として調整しました。

　
ネ
パ
ー
ル
で
は
2
0
1
5
年
に

大
地
震
が
発
生
し
、
多
く
の
人
が
亡

く
な
り
、
家
屋
や
学
校
が
倒
壊
し
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
ネ
パ
ー
ル

事
業
で
は
、
防
災
教
育
の
ひ
と
つ
と

し
て
防
災
紙
芝
居
の
出
版
と
普
及
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
作
っ
た

紙
芝
居
は
ヌ
ワ
コ
ッ
ト
郡
、
ラ
ス
ワ

郡
の
被
災
小
学
校
に
お
け
る
防
災
能

力
強
化
事
業
で
、
子
ど
も
た
ち
へ
の

防
災
教
育
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
物
語
を
通
し3 3. 学校などへ配布後、モニタリングを

    行う
各学校に紙芝居を配布します。配布後も、ど
のように紙芝居が使われているか、モニタリ
ングを行います。シャンティの防災紙芝居は
事業対象地の学校だけでなく、コミュニティ
図書館や他の NGOの事業でも使用されてい
ます。

防
災
知
識
を
養
い
、
身
を
守
る
方
法
を
学
ぶ
紙
芝
居

て
、
防
災
知
識
を
養
い
、
身
を
守
る

方
法
を
学
ん
で
い
ま
す
。
紙
芝
居
は
、

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
優
れ
た
教
育
ツ
ー
ル

で
す
。
紙
芝
居
を
通
し
て
何
を
学
ん

だ
か
、
男
の
子
に
尋
ね
る
と
、
地
面

の
プ
レ
ー
ト
同
士
が
ぶ
つ
か
り
あ
っ

て
地
震
が
起
き
る
こ
と
、
地
震
が
起

き
た
ら
頭
を
覆
っ
て
避
難
す
る
こ
と

な
ど
、
身
振
り
手
振
り
を
交
え
一
生

懸
命
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
　

制作秘話

2015年にネパールを襲った大地震後に注目された、
ネパール国内における防災教育。シャンティがネパー
ル事業の中で行う防災教育のウラ側を紹介します。

 From Nepal／ネパール事務所

「防災紙芝居」づくり

オモテ
舞台

舞台の
ウラ側

ラスワ郡

ヌワコット郡

カトマンズ
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活動をレポート！

 経理課　課長

吉川　剛さん
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❶ ❷
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PROFILE
吉川　剛さん

生活関連企業で営業職、営業管
理職で6年、NPO法人チャイルド・
ファンド・ジャパンで経理職、経理
管理職で21年勤務後、2013年入
職。趣味は日本酒、洋酒（高くな
くていいのですが、日本酒ならア
ルコール度数15度以上、日本酒
度+1以上の純米酒。洋酒なら香
りがきつめのスコッチ）を飲むこと。

　

私
が
担
当
す
る
経
理
業
務
は
、

お
金
の
出
し
入
れ
の
目
的
が
わ
か

る
よ
う
に
取
り
ま
と
め
、帳
票
を

作
り
、誰
が
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に

ま
と
め
て
い
く
仕
事
で
す
。

　

長
年
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
経
理
職

を
経
験
し
て
い
た
た
め
、シ
ャ
ン

テ
ィ
の
こ
と
は
以
前
よ
り
知
っ
て
い

ま
し
た
。当
時
か
ら
人
件
費
を
一
般

公
開
の
会
計
報
告
に
ち
ゃ
ん
と
表

示
す
る
姿
勢
に
共
感
を
持
っ
て
い

た
の
で
、予
算
規
模
の
大
き
い
シ
ャ

ン
テ
ィ
に
お
い
て
も
、自
分
の
力
が

生
か
せ
る
か
ど
う
か
、チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
つ
も
り
で
入
職
し
ま
し
た
。

　

私
が
最
初
に
国
際
協
力
業
界
に

関
わ
っ
た
の
が
、１
９
９
２
年
。こ

の
頃
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
う

言
葉
も
な
く
、転
職
す
る
と
き
に
は

「
仙
人
に
な
る
の
か
」と
言
わ
れ
た

ほ
ど
で
し
た
。情
熱
あ
る
方
々
が
手

社
会
に
信
頼
さ
れ
る
業
界・組
織
と

な
る
た
め
続
く
、経
理
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

探
り
で
始
め
た
国
際
協
力
業
界
で

す
が
、欧
米
の
よ
う
に
、社
会
に
信

頼
さ
れ
る
業
界
・
組
織
に
な
ら
な
い

と
い
け
な
い
、と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
信
頼
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
必
要
な
の
が「
経
理
業
務
」の
充

実
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
シ
ャ
ン
テ
ィ
が
行
う
支
援
に
は
、

学
校
や
図
書
館
の
建
設
や
緊
急
復

興
支
援
な
ど
、目
に
見
え
る
支
援

の
形
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
重
要
な

の
は
人
材
育
成
研
修
な
ど
目
に
見

え
づ
ら
い
支
援
で
あ
り
、こ
れ
ら
は

損
益
分
岐
点
の
基
準
が
は
っ
き
り

し
ま
せ
ん
。つ
ま
り
、財
務
諸
表
だ

け
で
は
団
体
の
健
全
性
を
証
明
す

る
こ
と
は
難
し
い
の
で
す
。そ
ん
な

中
で
、健
全
な
団
体
で
あ
る
こ
と

を
財
務
諸
表
か
ら
ど
れ
だ
け
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
か
、経
理
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
が
続
い
て
い
ま
す
。

2冊の本
❶『ビジネスエリートになるための
　  教養としての投資』
奥野一成（著）
ダイヤモンド社 2020 年

企業と NGO の違いがあっても、長期に投資したく
なる企業はどのような要素があるのかを知ることで、
支援者や受益者から長く認められていく組織づくり
を考えている私にとってはとても参考になる1冊です。

❷『労働者のための漫画の描き方教室』 
川崎昌平（著）
春秋社 2018 年

コロナ禍で思うようにいかないことが多くストレスが
たまっている状況の中、自分の中のわだかまりを吐
き出す方法を指南してくれます。

経理課と総務人事課合同で
日帰り合宿をしました。
課員一人一人が、「シャンティの下支え業
務」という以外は、異なった専門業務を行っ
ているため、長い時間を使って会議をする
ことがなかったのですが、お互いの親睦と
中期事業計画の共有、進捗確認を目的に
ソーシャルディスタンスを保った合宿を実
施しました。

吉川さん
お気に入り
アイテム
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シ
ャ
ン
テ
ィ
と
の
出
会
い

　

シ
ャ
ン
テ
ィ
と
は
2
0
0
9
年

に
、
私
た
ち
が
企
業
と
し
て
の
社

会
貢
献
活
動
を
模
索
す
る
中
で
出

会
い
ま
し
た
。

　

数
あ
る
中
で
特
に
シ
ャ
ン
テ
ィ

の
活
動
が
魅
力
的
だ
っ
た
の
は
、

絵
本
が
厳
し
い
環
境
に
育
つ
子
ど

も
た
ち
に
文
字
を
知
る
機
会
を
つ

く
り
、
知
ら
な
い
世
界
を
伝
え
、

夢
や
希
望
を
持
っ
て
明
日
を
生
き

る
こ
と
を
教
え
る
こ
と
。
ま
た
、

地
雷
の
看
板
が
読
め
る
な
ど
文

字
が
直
接
命
を
守
る
こ
と
。
紛
争

な
ど
で
分
断
さ
れ
た
民
族
の
言
語

を
伝
え
る
こ
と
で
誇
り
を
持
ち
、

互
い
の
文
化
を
尊
重
で
き
る
よ
う

に
な
る
こ
と
。
こ
の
活
動
を
通
し

て
広
が
る
未
来
へ
の
可
能
性
や
、

シ
ャ
ン
テ
ィ
の
現
地
の
人
々
に
寄

り
添
っ
た
支
援
に
深
く
感
銘
を
受

け
、
賛
同
す
る
運
び
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、た
だ
寄
付
金
を
贈
る
だ

け
で
な
く
、な
じ
み
の
あ
る
絵
本
に

自
分
た
ち
で
現
地
の
言
葉
の
シ
ー

ル
を
貼
る
と
い
う
、参
加
意
識
が
持

て
る
手
法
も
魅
力
で
し
た
。

難
民
キ
ャ
ン
プ
の
思
い
出　

　

2
0
1
0
年
8
月
、「
絵
本
を

届
け
る
運
動
」
の
初
回
支
援
と
し

て
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
支
援
先
で
あ

る
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ビ
ル
マ
）
難
民

キ
ャ
ン
プ
を
訪
問
し
ま
し
た
。
山

間
に
あ
る
難
民
キ
ャ
ン
プ
は
、
竹

や
葉
で
組
ま
れ
た
高
床
式
住
居
が

密
集
す
る
大
き
な
村
と
い
っ
た
印

象
で
、
人
々
の
暮
ら
し
は
一
見
穏

や
か
で
し
た
。
し
か
し
、
現
地
の

方
の
「
こ
こ
で
は
子
ど
も
に
教
育

を
受
け
さ
せ
ら
れ
る
」「
命
を
狙

わ
れ
ず
に
安
心
し
て
住
め
る
」
と

い
う
お
話
に
、
日
本
で
は
想
像
も

で
き
な
い
過
酷
な
経
験
が
あ
る
の

だ
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
図
書
館
で
は
、
子
ど
も
た

ち
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
「
将

来
の
夢
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
お
絵

描
き
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
夢
は
看
護
師
・
学
校
の

先
生
・
お
医
者
さ
ん
が
ほ
と
ん
ど

で
、
印
象
的
だ
っ
た
の
は
「
兵
士
」

と
答
え
る
男
の
子
も
多
か
っ
た
こ

と
。
そ
こ
に
内
戦
の
影
が
見
え
た

の
も
、
忘
れ
ら
れ
な
い
シ
ー
ン
で

し
た
。

Ｐ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
に
つ
い
て

　

当
社
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
Ｐ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
」
は
、「
絵

本
を
届
け
る
運
動
」
を
活
用
し

た
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る

取
り
組
み
で
す
。

 

「
夢
を
誓
っ
て
、
絵
本
を
贈
ろ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
商
品

の
購
入
者
だ
け
で
な
く
、
公
式
サ

イ
ト
に
誰
で
も
自
由
に
誓
い
を
書

き
込
み
、
誓
い
が
一
定
数
集
ま
る

と
「
絵
本
を
届
け
る
運
動
」
を
通

じ
て
絵
本
を
寄
付
し
ま
す
。
こ
の

活
動
は
今
年
で
11
年
目
を
迎
え
、

近
年
で
は
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
「
海
外

絵
本
出
版
事
業
」
に
も
参
加
し
て

い
ま
す
。
2
0
2
0
年
3
月
ま
で

に
寄
付
し
た
絵
本
は
2
万
4
0
3

冊
、
現
地
で
出
版
し
た
絵
本
は
11

冊
に
な
り
ま
し
た
。

活
動
に
参
加
す
る

社
員
の
感
想

 

「
絵
本
を
届
け
る
運
動
」
で
は
、

絵
本
に
翻
訳
シ
ー
ル
を
貼
り
な

が
ら
懐
か
し
く
て
読
み
込
ん
で
し

ま
っ
た
と
い
う
声
や
、
普
段
目
に

88

株
式
会
社 

俄
は
、
京
都
発
祥
の
ジ
ュ
エ
リ
ー

ブ
ラ
ン
ド
「
Ｎ
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
」
の
デ
ザ
イ
ン
・

製
造
・
販
売
を
手
掛
け
る
ジ
ュ
エ
ラ
ー
で
す
。

京
都
の
歴
史
や
文
化
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
よ
り
豊
か
な
教
育
や
文
化
、
芸
術
へ

の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
、
社
会
貢
献
の

一
環
と
し
て
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
運
動
に
参
加
し
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｐ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
Ｇ
Ｅ

（
プ
レ
ッ
ジ
）
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

下
秋 

泰
子

株
式
会
社 

俄 

広
報
課

し
な
い
言
語
に
興
味
を
持
っ
た
と

い
う
声
も
あ
り
、
異
文
化
に
触
れ

る
一
端
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
「
海
外
絵
本
出
版
事
業
」
で

出
版
さ
れ
た
絵
本
は
、
想
像
も
つ

か
な
い
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
や
絵

柄
が
展
開
さ
れ
る
の
で
、
毎
年
届

く
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
向
け
て

　

私
自
身
は
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
訪

れ
た
こ
と
で
、
日
本
で
の
平
和
な

日
常
や
学
び
の
場
が
実
は
貴
重

な
こ
と
な
の
だ
と
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
出
会
っ

た
人
々
や
子
ど
も
た
ち
の
そ
の
後

が
気
に
な
り
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
サ

イ
ト
を
楽
し
み
に
拝
見
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
10
年
の
間
、
災
害
や
紛

争
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど

多
種
多
様
な
問
題
が
生
じ
る
中

で
、
現
地
の
人
々
に
寄
り
添
い
支

援
さ
れ
て
い
る
シ
ャ
ン
テ
ィ
の
姿

に
本
当
に
頭
の
下
が
る
思
い
で

す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

今
後
と
も
変
わ
ら
ず
支
援
を
続
け

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ミャンマー（ビルマ）難民キャンプ訪問時（2010年撮影）

チャリティプロジェクト

 「PLEDGE」
誰でも「誓い」を投稿し、気軽に
チャリティに参加できるオフィシャ
ルサイトです。みなさまの誓いをぜ
ひお寄せください。

http://pledge.niwaka.com

下秋泰子さん



そ
し
て
祖
国
へ

　

2
0
2
0
年
2
月
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
の
カ
レ
ン

州
の
あ
る
村
で
一
人
の
青
年
と
出
会
い
ま
し
た
。
メ
ラ

難
民
キ
ャ
ン
プ
に
難
民
と
し
て
暮
ら
し
て
い
た
彼
は
、

2
0
1
9
年
10
月
に
国
連
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
家
族
と
と

も
に
帰
還
す
る
と
、
す
ぐ
に
軍
事
組
織
Ｋ
Ｐ
Ｃ
（
カ
レ
ン

民
族
解
放
平
和
評
議
会
）
に
入
隊
し
ま
し
た
。
村
の
名
は

メ
ラ
・
ト
ゥ
ー
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
軍
と
最
後
ま
で
激
戦

を
繰
り
広
げ
な
が
ら
も
、
カ
レ
ン
族
が
死
守
し
た
村
で

す
。
軍
事
拠
点
で
は
あ
り
ま
す
が
、
村
の
規
模
は
小
さ
く

主
な
産
業
は
な
い
た
め
、
職
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
事
実
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
な
く
、
病
院
す
ら
な
い
の
で
す
。

　

Ｋ
Ｐ
Ｃ
に
入
隊
す
る
と
自
身
の
食
料
は
提
供
さ
れ
ま

す
が
、
家
族
の
手
当
て
は
支
給
さ
れ
な
い
そ
う
で
す
。
彼

に
と
っ
て
、
貧
し
い
家
計
状
況
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
仕

方
な
い
選
択
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

上：塹壕の跡。山の向こうから総攻撃を受けたそう。
下：村に落ちていた自動小銃の薬莢。

自動小銃の整備をす
る青年。

Shanti s 
Photo  Log 
ファインダーを　　のぞいて

川畑 嘉文（フォトジャーナリスト）
Yoshifumi KAWABATA

ニューヨークの雑誌社勤務時代に9.11を経験し、記者職を捨て写真
の道に進むことを決意。2002年、会社を退職しタリバン政権崩壊後
のアフガニスタンを訪れ取材を行った。2005年フリーランスのフォト
ジャーナリストとなり、世界中の難民キャンプや貧困地域、自然災害の
被災地で取材を行い、雑誌や新聞などに写真と原稿を寄稿している。
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シャンティからのお知らせ

当会へのご寄付は、所得税、住民税、および法人税、相続税の優遇措置が受けられます。
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今号より広報誌「SHANTI」の制作に携わる
こととなりました。「SHANTI」を通して、会
員の皆さまに、シャンティが活動するアジア各
国・地域のこと、そこに暮らす人々のことを、よ
り身近に感じられるような誌面作りを心掛け
ていきたいと思います。どうぞ宜しくお願いい
たします。　　　　　　　				（佐々木ひろみ）

人事のお知らせ
●入職（2021年1月1日付）
山口 恵里佳 事業サポート課 海外事業担当補佐

土居 桃子 事業サポート課 海外事業担当補佐

笠松 康子 経理課 国内経理担当

●退職（2020年12月31日付）
堤 美加 総務人事室 総務担当

東日本大震災から10年
～引き継がれてゆく被災地での支援活動～
巨大津波と原発事故という誰も経験したことのない未曾
有の災害から今年で10年を迎えました。シャンティは発災
直後から支援活動を開始し、岩手・宮城・福島の3県に事
務所を構え、復興に向けたまちづくり支援などを行ってき
ました。「こんな時だからこそ、今出会う本が一生の支え
になる。」という地元の方からの言葉を聞き、心の支えに
なる本を届け、本を通じて人々が集える場を作るために
「移動図書館プロジェクト」も実施しました。
2018年末にはすべて
の事務所を閉所し、今
後は福島県南相馬市
の地元NPOと協働し
て、東京事務所から復
興事業をサポートする
予定です。

2020年度の絵本が日本を旅立ちました
2020年度に集まった16,719冊の絵本がアジア各国へ向
けて出発しました。2月9日にシャンティのスタッフの他、曹
洞宗総合研究センターの方々にもご協力いただき、ダン
ボール307箱分の絵本の運び出しを行いました。コロナ
禍で絵本ボランティアの受け入れや対面でのイベントが
中止となるなか、オンラインを活用したワークショップなど
新たなチャレンジを行い、多くの皆さまにご協力をいただ
き、無事に運び出しの日を迎えることができました。
2021年は14,902冊を目標に受付を行っております。今年も
「絵本を届ける運動」へのご協力をお願い致します。

●異動
（2021年1月1日付）
市川 斉 ミャンマー事務所 所長→
 ミャンマー事務所所長兼地球市民事業課課長

木村 沙弥香 経理及び総務人事担当→
 事業サポート課 海外事業担当補佐

小長谷 陽子 海外事業アシスタント→経理課 国内経理担当補佐

岩松 智子 広報・リレーションズ課 広報アシスタント→
 広報・リレーションズ課 支援者リレーションズチーム

山内 乃絵 ミャンマー国境支援事業事務所（MBP）→
 カンボジア事務所 事業調整員

（2021年2月1日付）
佐々木 ひろみ 広報・リレーションズ課 マーケティングチーム
 支援者サービス担当→
 広報・リレーションズ課 広報担当


